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（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
の

基
本
協
定
を
締
結
し
た
。
締

結
日
は
４
月
25
日
。

　
全
国
各
地
に
あ
る
「
道
の

駅
」
を
学
生
の
就
労
体
験
の

場
と
し
て
提
供
。
地
域
の
魅

力
が
集
ま
る
「
道
の
駅
」
と

大
学
生
が
交
流
す
る
こ
と
で

新
た
な
価
値
の
創
造
を
図

る
。

　
就
労
体
験
を
受
け
入
れ
て

い
る
施
設
は
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
１
８
９
カ
所
。
期
間

や
業
務
内
容
、
費
用
負
担
は

施
設
ご
と
に
異
な
る
。
問
い

合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
キ
ャ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
事

務
課
へ
。
申
し
込
み
締
め
切

り
は
５
月
22
日
（
月
）。

　
　『
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
』
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
読
ん
だ

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、「
キ
ャ
ン

パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
」
ど
う
い
う

こ
と
を
い
う
の
か
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
の
流
れ
」
や
「
加
害
者

に
な
ら
な
い
た
め
に
は
」
な
ど
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

ど
れ
も
専
修
大
学
の
構
成
員
で
あ
る
学

生
、
教
員
、
職
員
の
誰
も
が
快
適
に
学
ん

だ
り
、
研
究
し
た
り
、
働
い
た
り
し
て
い

け
る
場
に
し
て
い
く
上
で
、
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
内
容
で
す
。

　
今
年
も
４
月
に
は
、
多
く
の
学
生
、
教

職
員
を
専
修
大
学
に
迎
え
入
れ
ま
し
た
。

環
境
が
変
わ
り
、
違
っ

た
雰
囲
気
に
な
る
と
、

人
そ
れ
ぞ
れ
感
じ
る
と

こ
ろ
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
今
ま
で
当
た
り
前

だ
っ
た
こ
と
が
当
た
り

前
じ
ゃ
な
く
受
け
取
ら

れ
た
り
、
普
通
だ
と
思

っ
て
い
た
こ
と
が
受

け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ

う
。
め
げ
た

り
、
し
ょ
げ

た
り
す
る
時

も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん

が
、
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
他
人
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す

ね
。

　
自
分
に
何
か
あ
っ
た
時
ま
た
は
友
人
達

に
何
か
あ
っ
た
時
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
連
絡
先
が
載
っ
て

い
ま
す
。

　
快
適
な
専
修
大
学
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
を
送
る
た

め
に
、
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
人
も
な
い
人

も
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
目
を
通
し
て
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
大
学
を
目
指
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
杉
山
　
千
鶴
）

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

総
合
商
社

 

　
｜
｜
そ
の
「
強
さ
」
と
、

 

　
日
本
企
業
の「
次
」を
探
る

 

田
中
隆
之
著

　
総
合
商
社
は
、
日
本
独
自

の
業
態
と
し
て
戦
後
復
興
期

や
高
度
成
長
期
の
日
本
経
済

を
牽
引
し
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
隆
盛
を
誇
っ
て

い
る
。
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は

ま
す
ま
す
強
ま
り
、
も
は
や

諸
外
国
の
追
随
を
許
さ
な

い
。
本
書
は
、
そ
の
「
強

さ
」
に
迫
り
、
日
本
企
業
の

「
次
」
を
探
る
。

　
「
総
合
商
社
と
は
何
か
」

「
な
ぜ
日
本
に
だ
け
存
在
す

る
の
か
」
と
い
う
古
く
て
新

し
い
問
い
を
再
考
し
、
２
０

０
０
年
代
以
降
の
「
投
資
会

社
化
」
の
内
実
や
「
今
後
も

存
続
す
る
の
か
」
「
ど
こ
へ

向
か
う
か
」
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。

　
総
合
商
社
が
今
世
紀
は
じ

め
に
復
活
を
遂
げ
る
に
あ
た

っ
て
行
っ
た
経
営
改
革
と
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
は
、

多
く
の
日
本
企
業
に
〝
気
づ

き
〞
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

（
祥
伝
社
新
書
・
本
体
８
２

０
円
＋
税
）

　
著
者
（
た
な
か
・
た
か
ゆ

き
）

経
済
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
、
財
政
金
融
政

策
、
日
本
経
済
論
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と

日
本
経
済
の
ゆ
く
え

 

中
野
英
夫
編
著

　
本
書
は
、
昨
年
５
月
か
ら

６
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
経

済
学
部
経
済
学
科
公
開
講
座

「
４
年
目
を
迎
え
た
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
と
日
本
経
済
」
を
書

籍
と
し
て
再
構
成
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
現
在
の
日
本
経
済
が
抱
え

る
問
題
と
安
倍
政
権
の
経
済

政
策
で
あ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

に
つ
い
て
、
財
政
、
金
融
、

労
働
、
社
会
保
障
、
産
業
、

マ
ク
ロ
経
済
な
ど
の
幅
広
い

分
野
に
わ
た
っ
て
掘
り
下
げ

て
論
じ
て
い
る
。

　
各
章
は
経
済
学
部
経
済
学

科
の
６
教
員
が
執
筆
。
広
く

一
般
に
向
け
た
平
易
な
表
現

と
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
日

本
経
済
の
今
後
の
方
向
性
を

考
え
る
指
針
と
し
て
社
会
人

に
も
薦
め
ら
れ
る
一
冊
で
あ

る
。

　
著
者
は
ほ
か
に
、
高
橋
祐

吉
、
田
中
隆
之
、
櫻
井
宏
二

郎
（
以
上
、
経
済
学
部
教

授
）、
鈴
木
奈
穂
美
（
経
済

学
部
准
教
授
）、
西
岡
幸
一

元
経
済
学
部
教
授
・
ロ
ー
ム

取
締
役
。（
専
修
大
学
出
版

局
・
本
体
１
７
０
０
円
＋

税
）。

　
編
著
者
（
な
か
の
・
ひ
で

お
）

経
済
学
部
教
授
。
主

な
担
当
は
、
財
政
学
。

２
０
１
８
入
学 

ガ
イ
ド
を
配
布

　
本
学
の
学
び
の
特
徴
や
学

部
学
科
の
特
色
、
キ
ャ
ン
パ

ス
情
報
、
就
職
を
は
じ
め
と

し
た
支
援
体
制
、
入
試
情
報

な
ど
を
紹
介
す
る
「
２
０
１

８
入
学
ガ
イ
ド
」

写
真

を
５
月
下
旬
か
ら
配
布
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
入
学
セ

ン
タ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
専
修
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。

【
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】
☎
03

・
３
２
６
５
・
６
６
７
７

【
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】
☎
０

４
４
・
９
１
１
・
０
７
９
４

【
専
修
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
】http://www.senshu-

u.ac.jp/admiss_info/

databook.html
学

位

取

得

　
髙
橋
龍
夫
文
学
部
教
授

写
真

が
３
月
24
日
付
で
総

合
研
究
大
学
院
大
学
か
ら
博

士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与

さ
れ
た
。
学
位
論
文
名
は

「
芥
川
龍
之
介
文
学
に
お
け

る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
諸
相
」。

矢
野
前
学
長
の 

最
後
の
講
義
も

　『
専
修
大
学
史
紀
要
第
９

号
』

写
真

が
発
刊
さ
れ

た
。本
学
大
学
史
資
料
課
編
。

　
昨
年
４
月
に
急
逝
さ
れ
た

矢
野
建
一
前
学
長
の
最
後
の

講
義
を
採
録
し
た
。
矢
野
前

学
長
は
亡
く
な
る
１
週
間
前

に
新
領
域
科
目
３
０
１
「
専

修
大
学
の
歴
史
」
を
担
当
。

「
歴
史
を
『
か
が

み
』
に
」
と
題
し

て
、
戦
後
、
専
修

大
学
総
長
を
務
め

た
今
村
力
三
郎
を

取
り
上
げ
、
業
績

や
専
修
大
学
の
歴

史
を
分
か
り
や
す
く
語
っ

た
。

　
ま
た
、
日
髙
義
博
理
事
長

の
講
演
録
「
日
本
人
の
人
権

意
識
」
を
収
め
た
ほ
か
、
創

立
１
４
０
周
年
記
念
事
業
と

し
て
昨
年
開
催
さ
れ
た
「
目

賀
田
種
太
郎
と
近
代
日
本
」

展
、
今
村
力
三
郎
生
誕
１
５

０
年
記
念
展
の
模
様
を
写
真

で
紹
介
し
て
い
る
。

　
希
望
者
は
大
学
史
資
料
課

☎
03
・
３
２
６
５
・
５
８
７

９

「
大
学
史
紀
要
第
９
号
」
発
刊

　
昨
年
創
立
50
周
年
を
迎
え

た
文
学
部
の
歴
史
を
振
り
返

る
記
念
小
史

写
真

が
刊

行
さ
れ
た
。

　
文
学
部
は
１
９
６
６
年
に

国
文
、
英
米
文
、
人
文
の
３

50年を振り返る座

談会の出席者。そ

の模様も掲載した

＝2016年９月

学
科
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
２

０
１
０
年
度
、
文
学
部
改
組

に
よ
り
人
間
科
学
部
が
新
設

さ
れ
、文
学
部
に
人
文
・
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
が
誕
生
す

る
な
ど
現
在
２
学
部
９
学
科

に
発
展
し
た
。
そ
の
軌
跡
を

通
史
編
、学
科
史
編
、資
料
編

の
３
パ
ー
ト
に
分
け
て
掲
載

し
て
い
る
。
昨
年
度
一
年
間

に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
創
立

50
周
年
記
念
企
画
の
講
演
会

の
模
様
も
巻
頭
カ
ラ
ー
ペ
ー

ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
。

　
50
年
小
史
編
纂
委
員
会
編

集
委
員
長
の
宇
都
榮
子
人
間

科
学
部
教
授
は
「
今
後
60

年
、
70
年
と
未
来
に
向
け
て

歩
む
道
を
考
え
る
時
、
歴
史

を
体
系
的
に
理
解
す
る
こ
と

が
大
切
。
ぜ
ひ
ひ
も
と
い
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

Ａ
４
判
１
２
７
㌻
。
非
売

品
。
８
０
０
部
発
行
し
関
係

者
に
配
ら
れ
た
。

　
文
学
部
50
周
年
記
念
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
で
閲
覧
で
き
る
。

問
い
合
わ
せ
は
教
務
課
文
学

部
☎
０
４
４
・
９
１
１
・
１

２
５
４

「
文
学
部
50
年
小
史
」を
刊
行

半
世
紀
の
軌
跡
振
り
返
る

　
本
学
は
全
国
「
道
の
駅
」

連
絡
会
と
就
労
体
験
型
実
習

「
道
の
駅
」
と
就
労
体
験
協
定

★
● 広野町

●浪江町

●
いわき市

●

郡山市
○ 福島
第一原発ふたば未来学園

高等学校

福島県

太
平
洋

協
定
書
を
手
に
握
手
を
交
わ
す
佐
々
木
学
長（
左
）と
丹
野
校
長

　
専
修
大
学
と
福
島
県
立
ふ

た
ば
未
来
学
園
高
等
学
校

（
福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
、

丹
野
純
一
校
長
）
は
教
育
交

流
提
携
に
関
す
る
協
定
を
結

び
、
４
月
19
日
、
調
印
式
を

行
っ
た
。
東
京
電
力
福
島
第

１
原
発
事
故
で
多
く
の
住
民

が
避
難
を
強
い
ら
れ
た
福
島

県
双
葉
郡
の
教
育
再
生
と
地

域
復
興
に
向
け
協
力
す
る
。

　
同
高
は
原
発
事
故
後
、
生

徒
数
が
減
少
し
た
郡
内
の
五

つ
の
県
立
高
校
を
集
約
す
る

形
で
２
０
１
５
年
４
月
に
開

校
。
県
内
で
初
め
て
文
部
科

学
省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
指
定
さ

れ
る
と
と
も
に
、
課
題
解
決

型
学
習
な
ど
特
色
あ
る
教
育

を
進
め
て
い
る
。

　
本
学
の
教
育
交
流
提
携
は

３
校
目
。
ふ
た
ば
未
来
学
園

高
が
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
の

は
初
め
て
。
教
育
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
ほ
か
、

２
０
１
８
年
度
入
試
か
ら
教

育
交
流
提
携
校
推
薦
入
試
を

実
施
す
る
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
調
印
式
に
は
、
丹
野
校

長
、
佐
々
木
重
人
学
長
や
学

部
長
ら
が
出
席
。
丹
野
校
長

と
佐
々
木
学
長
が
協
定
書
を

交
換
し
、握
手
を
交
わ
し
た
。

　
佐
々
木
学
長
は
「『
社
会

知
性
の
開
発
』
を
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
る
本
学
と
し
て
、
双

葉
郡
や
福
島
県
域
に
対
す
る

社
会
貢
献
と
教
育
再
生
を
支

援
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

今
回
の
協
定
に
至
っ
た
。
今

後
末
永
く
応
援
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

丹
野
校
長
は
「
こ
れ
か
ら
の

高
校
と
大
学
の
使
命
は
、
未

来
を
創
造
す
る
力
を
い
か
に

子
ど
も
た
ち
に
つ
け
て
い
く

か
。
専
修
大
学
と
の
連
携
が

開
始
で
き
る
こ
と
は
非
常
に

意
義
が
あ
る
」と
歓
迎
し
た
。

　
丹
野
校
長
は
同
高
が
進
め

る
課
題
解
決
型
学
習
「
ふ
る

さ
と
創
造
学
」
に
つ
い
て
説

明
。「
困
難
な
課
題
が
山
積

す
る
現
実
社
会
」
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
、
班
に
分
か
れ
て
復

興
を
超
え
た
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究
、

地
域
再
生
の
実
践
を
行
っ
て

い
る
。
今
回
の
教
育
交
流
提

携
に
お
い
て
、「
大
学
の
専

門
的
知
見
や
学
生
の
知
識
が

学
び
を
深
め
る
う
え
で
重

要
」
と
専
大
の
協
力
を
期
待

し
た
。
佐
々
木
学
長
も
「
最

大
限
支
援
を
す
る
こ
と
で
わ

れ
わ
れ
も
成
長
し
た
い
」
と

応
じ
た
。

教
育
再
生
と
復
興
に
協
力

福
島
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
と
協
定


